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(57)【要約】
【課題】表示品位の高いＯＣＢモード液晶を用いた液晶
表示装置およびその駆動方法を提供することを目的とす
る。
【解決手段】マトリクス状に配置された複数の表示画素
ＰＸからなる表示部を備える液晶表示装置であって、複
数の表示画素ＰＸのそれぞれに対応するように複数の画
素電極ＰＥが配置された第１基板１と、複数の画素電極
ＰＥに対向した対向電極ＣＥが配置された第２基板２と
、第１基板１および第２基板２間に挟持された液晶層３
と、第１基板１および第２基板２のいずれか一方に配置
されたカラーフィルタと、を備え、表示画素ＰＸは、カ
ラーフィルタの色に応じた複数種類の色表示画素を有し
、第１基板１は画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥ間の電
位により生じる液晶容量Ｃｌｃと結合する補助容量Ｃｓ
を有し、補助容量Ｃｓは、複数種類の色表示画素それぞ
れにおいて異なる大きさである液晶表示装置。
【選択図】　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクス状に配置された複数の表示画素からなる表示部を備える液晶表示装置であっ
て、
　前記複数の表示画素のそれぞれに対応するように複数の画素電極が配置された第１基板
と、
　前記複数の画素電極に対向した対向電極が配置された第２基板と、
　前記第１基板および前記第２基板間に挟持された液晶層と、
　前記第１基板および前記第２基板のいずれか一方に配置されたカラーフィルタと、を備
え、
　前記表示画素は、前記カラーフィルタの色に応じた複数種類の色表示画素を有し、
　前記第１基板は前記画素電極および前記対向電極間の電位により生じる液晶容量と結合
する補助容量を有し、
　前記補助容量は、前記複数種類の色表示画素それぞれにおいて異なる大きさである液晶
表示装置。
【請求項２】
　前記表示部には、前記表示画素の配列する列に沿って配置された複数の信号線と、
　前記表示画素の配列する行に沿って配置された複数の走査線と、
　前記複数の走査線と平行に延びた補助容量線と、が配置され、
　前記補助容量は、前記画素電極に印加される電圧と前記補助容量線に印加される電圧と
によって形成される請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記表示部には、前記表示画素の配列する列に沿っては位置された複数の信号線と、
　前記表示画素の配列する行に沿って配置された複数の走査線と、が配置され、
　前記補助容量は、隣接する表示画素に走査信号を供給する走査線に印加される電圧と、
前記画素電極に印加される電圧とによって形成される請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の信号線の入力側の端部には、前記複数の信号線への出力を映像信号と逆転移
防止電圧とのいずれかに切り替えるマルチプレクサが接続されている請求項２または請求
項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記補助容量の大きさは、前記画素電極に印加される電圧に電圧を重畳して各色表示画
素それぞれにおける前記液晶層の透過率を略等しくするように設定されている請求項１記
載の液晶表示装置。
【請求項６】
　第１基板と、前記第１基板と対向して配置された第２基板と、前記第１基板と前記第２
基板との間に挟持された液晶層と、マトリクス状に配置された複数の表示画素からなる表
示部と、前記第１基板と前記第２基板とのいずれか一方に配置されたカラーフィルタと、
を備える液晶表示装置の駆動方法であって、
　１フレーム期間の第１期間において、前記第１基板上の前記表示画素のそれぞれに配置
された画素電極に逆転移防止電圧を印加し、
　画素充電後に、前記画素電極と前記画素電極と対向して配置された対向電極との間に生
じる液晶容量と結合する補助容量に印加する電圧の大きさを一定値変化させ、
　１フレーム期間の第２期間において、前記画素電極に映像信号を印加し、
　画素充電後に、前記補助容量に印加する電圧の大きさを一定値変化させ、前記カラーフ
ィルタの色に対応した複数種類の色表示画素毎に前記補助容量の大きさを変化させる液晶
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に関し、特に、アクティブマト
リクス型の液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＣＢ（Optically Compensated Bend）モードによる液晶表示装置は、ＴＮモード等の
液晶表示装置に較べて、高速応答・高視野角の特徴を有する。このことから、ＯＣＢモー
ドの液晶表示装置は、今後の市場拡大が期待されている液晶テレビ製品向けとして最適で
ある。
【０００３】
　しかし、ＯＣＢモード液晶では、電源がオフ状態での液晶分子の配向状態であるスプレ
イ配向から、電源がオン状態での液晶分子の配向状態であるベンド配向へ配向状態を変化
（以下、転移という）させることや、逆に、ベンド配向からスプレイ配向ヘの配向状態の
変化（以下、逆転移という）を防ぐための駆動方法が必要となる。
【０００４】
　ＯＣＢモード液晶の逆転移現象は、一定時間以上にわたって一定電圧（Ｖｃ）以上の液
晶電圧が印加されない場合に発生する。従来、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置に
おいて、逆転移現象を防止するために黒挿入駆動を行う提案が成されている（特許文献１
参照）。
【特許文献１】特開２００３－２９３０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、カラー表示タイプの液晶表示装置にＯＣＢモード液晶を用いた場合、液晶層と
位相差フィルムとの間の波長分散に差があるために、各色表示画素によって透過率が異な
ることによりコントラストが低下したり、動画視認性が劣化したりする場合があった。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点に鑑みて成されたものであって、表示品位の高いＯＣＢモード
液晶を用いた液晶表示装置およびその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１態様による液晶表示装置は、マトリクス状に配置された複数の表示画素か
らなる表示部を備える液晶表示装置であって、前記複数の表示画素のそれぞれに対応する
ように複数の画素電極が配置された第１基板と、前記複数の画素電極に対向した対向電極
が配置された第２基板と、前記第１基板および前記第２基板間に挟持された液晶層と、前
記第１基板および前記第２基板のいずれか一方に配置されたカラーフィルタと、を備え、
前記表示画素は、前記カラーフィルタの色に応じた複数種類の色表示画素を有し、前記第
１基板は前記画素電極および前記対向電極間の電位により生じる液晶容量と結合する補助
容量を有し、前記補助容量は、前記複数種類の色表示画素それぞれにおいて異なる大きさ
である。
【０００８】
　本発明の第２態様による液晶表示装置の駆動方法は、第１基板と、前記第１基板と対向
して配置された第２基板と、前記第１基板と前記第２基板との間に挟持された液晶層と、
マトリクス状に配置された複数の表示画素からなる表示部と、前記第１基板と前記第２基
板とのいずれか一方に配置されたカラーフィルタと、を備える液晶表示装置の駆動方法で
あって、１フレーム期間の第１期間において、前記第１基板上の前記表示画素のそれぞれ
に配置された画素電極に逆転移防止電圧を印加し、画素充電後に、前記画素電極と前記画
素電極と対向して配置された対向電極との間に生じる液晶容量と結合する補助容量に印加
する電圧の大きさを一定値変化させ、１フレーム期間の第２期間において、前記画素電極
に映像信号を印加し、画素充電後に、前記補助容量に印加する電圧の大きさを一定値変化
させ、前記カラーフィルタの色に対応した複数種類の色表示画素毎に前記補助容量の大き
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さを変化させる。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、表示品位の高いＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置について図面を参照して説明する。図
１に示すように、本実施形態に係るに係る液晶表示装置はＯＣＢモードの液晶表示パネル
ＤＰ、この液晶表示パネルＤＰを照明するバックライトＢＬ、および液晶表示パネルＤＰ
およびバックライトＢＬを制御するコントローラＣＮＴを備える。
【００１１】
　液晶表示パネルＤＰは一対の電極基板、すなわち、アレイ基板１および対向基板２と、
アレイ基板１および対向基板２間に挟持された液晶層３とを有している。液晶層３は、例
えば、ノーマリホワイトの表示動作のために、予めスプレイ配向からベンド配向に転移さ
れるＯＣＢモード液晶を液晶材料として含む。本実施形態では、液晶のベンド配向からス
プレイ配向への逆転移は、黒表示に対応した駆動電圧を液晶層３に周期的に印加すること
により阻止される。
【００１２】
　また、液晶表示パネルＤＰは、略マトリクス状に配置された表示画素ＰＸからなる表示
部を有している。アレイ基板１は、例えばガラス等の透明絶縁基板を有している。この透
明絶縁基板上には、各表示画素ＰＸに複数の画素電極ＰＥが配置されている。
【００１３】
　さらに、アレイ基板１は、複数の画素電極ＰＥの行に沿って配置された複数の走査線Ｇ
（Ｇ１～Ｇｍ）、複数の画素電極ＰＥの列に沿って配置された複数の信号線Ｓ（Ｓ１～Ｓ
ｎ）、および、これら走査線Ｇおよび信号線Ｓの交差位置近傍に配置され各々対応走査線
Ｇを介して駆動されたときに対応信号線Ｓおよび対応画素電極ＰＥ間で導通する複数の画
素スイッチＷを有する。
【００１４】
　各画素スイッチＷは、例えば、薄膜トランジスタからなる。画素スイッチＷのゲートが
走査線Ｇに接続され、ソース－ドレインパスが信号線Ｓおよび画素電極ＰＥ間に接続され
ている。
【００１５】
　対向基板２は、例えば、ガラス等の透明絶縁基板上に配置された赤、緑、青の着色層か
らなるカラーフィルタ（図示せず）、および複数の画素電極ＰＥに対向してカラーフィル
タ上に配置される対向電極ＣＥ等を有している。
【００１６】
　各画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥは例えばＩＴＯ等の透明電極材料からなるとともに
、互いに平行にラビング処理される配向膜でそれぞれ覆われている。各画素電極ＰＥおよ
び対向電極ＣＥは、画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥからの電界に対応した液晶分子配列
に制御される液晶層３の一部である画素領域と共に表示画素ＰＸを構成する。
【００１７】
　複数の表示画素ＰＸは各々画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥ間に液晶容量Ｃｌｃを有す
る。液晶容量Ｃｌｃは、液晶材料の比誘電率、画素電極面積、液晶セルギャップによって
決まるが、本実施形態に係る液晶表示装置においては画素の表示色による差はないものと
する。また、画素電極ＰＥに印加される電圧と、走査線Ｇと略平行に延びるように配置さ
れた補助容量線Ｃに印加される電圧とによって、補助容量Ｃｓが構成される。
【００１８】
　本実施形態に係る液晶表示装置では、補助容量Ｃｓは、カラーフィルタの色に対応した
各色表示画素において異なる大きさとなっている。
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【００１９】
　すなわち、黒表示に対応した電圧は、図７に示すように、液晶材料等の条件によって一
意に決まる。しかし、カラー表示タイプの液晶表示装置の場合、図８に示したように、赤
色表示画素における黒表示に対応した電圧Ｖｂ(Ｒ)、緑色表示画素における黒表示に対応
した電圧Ｖｂ(Ｇ)、青色表示画素における黒表示に対応した電圧Ｖｂ(Ｂ)が異なる値とな
る。
【００２０】
　そこで、本実施形態に係る液晶表示装置では、赤色表示画素、青色表示画素、緑色表示
画素のそれぞれに、異なる大きさの補助容量Ｃｓ（Ｃｓ(Ｒ)、Ｃｓ(Ｇ)、Ｃｓ(Ｂ)）（図
２を参照）を設け、単一の逆転移防止電圧を印加した場合であっても、各色表示画素それ
ぞれが黒表示となるように設定している。
【００２１】
　具体的には、赤色表示画素、緑色表示画素、青色表示画素の各色表示画素において、補
助容量Ｃｓ（ｘ）は、下記数式１に基づき、Ｖｂ（ｘ）＝Ｖｂ（＋）　＋　ｄＶｄ（ｘ）
＝｜Ｖｂ（－）　－　ｄＶｄ（ｘ）｜となるように設定されている。
【数１】

【００２２】
　赤色表示画素、緑色表示画素、青色表示画素のそれぞれにおいて、逆転移防止電圧Ｖｂ
の大きさが異なるため、上記のように設定された補助容量Ｃｓも各色表示画素のそれぞれ
において異なる大きさとなる。
【００２３】
　その結果、画素電圧Ｖｄには、補助容量Ｃｓ（Ｒ）、Ｃｓ（Ｇ）、Ｃｓ（Ｂ）によって
、赤色表示画素、緑色表示画素、青色表示画素のそれぞれの黒表示に対応した電圧とする
ような電圧が重畳される。
【００２４】
　上記のように各表示画素ＰＸの補助容量Ｃｓの大きさを異ならせることによって、逆転
移防止電圧として単一の黒表示に対応した電圧Ｖｂを画素電極ＰＥに印加した場合であっ
ても、表示画素ＰＸごとの透過率を略等しくすることができる。
【００２５】
　その結果、ＯＣＢモード液晶を有する液晶表示装置において、液晶の逆転移を防止する
とともに、表示画像のコントラストの低下を防止し、動画視認性を向上させることができ
る。
【００２６】
　コントローラＣＮＴは、さらに複数の画素スイッチＷを行単位に導通させるように複数
の走査線Ｇ１～Ｇｍを順次駆動するゲートドライバＧＤ、各行の画素スイッチＷが対応走
査線Ｇの駆動によって導通する期間において画素電圧Ｖｄを複数の信号線Ｓ１～Ｓｎにそ
れぞれ出力するソースドライバＳＤ、バックライトＢＬを駆動するバックライト駆動部Ｌ
Ｄ、およびゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤおよびバックライト駆動部（インバ
ータ）ＬＤを制御する制御回路５を備える。
【００２７】
　制御回路５は電源投入時に対向電圧Ｖｃｏｍを変化させて比較的大きな駆動電圧を液晶
層３に印加することにより液晶分子をスプレイ配向からベンド配向に転移させる初期化処
理を行うように構成されている。
【００２８】
　制御回路５は、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基づいて発生される制御信号
ＣＴＧをゲートドライバＧＤに出力し、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基づい
て発生される制御信号ＣＴＳ、および外部信号源ＳＳから入力される映像信号または黒挿
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入用の逆転移防止電圧をソースドライバＳＤに出力する。さらに、制御回路５は、対向電
極ＣＥに印加される対向電圧Ｖｃｏｍを対向基板ＣＴの対向電極ＣＥに対して出力する。
【００２９】
　制御回路５では、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基づき、第１期間および第
２期間が設定される。第１期間は複数の表示画素ＰＸに対して逆転移防止電圧Ｖｂを書込
む逆転移防止電圧書込を行うために用いられる。第２期間は複数の表示画素ＰＸに対して
映像信号Ｖｓを書込む映像信号書込を行うために用いられる。第１期間および第２期間の
合計時間長は１フレーム期間（１Ｆｒ）に等しい（図３参照）。
【００３０】
　ゲートドライバＧＤは、制御信号ＣＴＧの制御により、第１期間において複数の表示画
素ＰＸの行を逆転移防止電圧書込として順次選択するように複数の走査線Ｇ１～Ｇｍを順
次駆動する。
【００３１】
　第１期間に続く第２期間において、ゲートドライバＧＤは、複数の表示画素ＰＸの行を
映像信号書込走査として順次選択するように複数の走査線Ｇ１～Ｇｍを順次駆動する。
【００３２】
　他方、ソースドライバＳＤは、第１期間において走査線Ｇ１～Ｇｍの各々が駆動される
間に、１行分の逆転移防止電圧Ｖｂを画素電圧Ｖｄとして出力する。さらに、ソースドラ
イバＳＤは、第２期間において走査線Ｇ１～Ｇｍの各々が駆動される間に、１行分の映像
信号Ｖｓを映像レベルの信号線入力電圧（ソース電圧）Ｖｓｏとして出力する。上記のよ
うに、ソースドライバＳＤは、並列的に複数の信号線Ｓ１～Ｓｎを駆動する。
【００３３】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置では、信号線Ｓ１～Ｓｎの入力側がマルチプ
レクサＭＰＸに接続されている。マルチプレクサＭＰＸは、コントローラＣＮＴの制御回
路５によって制御され、ソースドライバＳＤの出力Ｖｓ、逆転移防止電圧Ｖｂ（＋）、Ｖ
ｂ（－）のいずれかを画素電圧Ｖｄとして選択する（図２を参照）。なお、Ｖｂ（＋）、
Ｖｂ（－）はそれぞれ基準電圧Ｖｃｏｍに対して、各画素電位が正負となる場合の逆転移
防止電圧印加時のソース電圧である。
【００３４】
　ソース電圧Ｖｓｏは、対応する画素スイッチＷを介して選択行の表示画素ＰＸの画素電
極ＰＥに印加される。画素電極ＰＥにおける画素電圧Ｖｄと対向電極ＣＥに印加された対
向電圧Ｖｃｏｍによって、対向電極ＣＥと画素電極ＰＥ間に液晶容量Ｃｌｃが形成される
。
【００３５】
　このとき、本実施形態に係る液晶表示装置では、画素電圧Ｖｄとしては補助容量Ｃｓに
よる電圧が重畳されている。すなわち、赤色表示画素では、画素電圧Ｖｄに補助容量Ｃｓ
（Ｒ）の大きさに応じた電圧が重畳されている。同様に、緑色表示画素および青色表示画
素では、画素電圧Ｖｄに補助容量Ｃｓ（Ｇ）および補助容量Ｃｓ（Ｂ）の大きさに応じた
電圧が重畳されている。
【００３６】
　なお、全表示画素ＰＸに対するソース電圧Ｖｓｏは、カラム反転駆動の場合には表示画
素ＰＸの列毎に逆極性に設定され、フレーム反転駆動の場合にはフレーム毎に逆極性に設
定される。
【００３７】
　次に、上記の液晶表示装置の動作について以下に説明する。図３に示すように、ソース
ドライバＳＤは、１フレーム期間の第１期間において、信号線ＳＬに逆転移防止電圧Ｖｂ
(＋)を出力する。
【００３８】
　このとき、ゲートドライバＧＤは、ゲート線ＧＬを順次駆動する。ソース電圧Ｖｓｏ（
ｘ）は、ソース線Ｓ（ｘ）に入力される映像信号であって、ＭＰＸ（ｘ）の制御により１
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フレーム（６０Ｈｚ駆動であれば１／６０ｓｅｃ）の前半を逆転移防止電圧Ｖｂ（＋）あ
るいはＶｂ（－）、後半を表示映像に応じた信号レベルを取る。
【００３９】
　ゲート電圧Ｖｇ１～Ｖｇｍは、１～ｍ行目（ｍは液晶表示装置の走査線数）のゲート線
Ｇに印加される電圧信号であり、１フレーム期間内に逆転移防止電圧と映像信号電圧とを
表示画素ＰＸに充電するため、第１期間と第２期間とのそれぞれにおいてオン電圧Ｖｇｏ
ｎとなる。
【００４０】
　補助容量電圧Ｖｃｓ１～Ｖｃｓｍは、１～ｍ行目の補助容量線ＣｓＬに印加される電圧
信号であって、表示画素ＰＸに逆転移防止電圧あるいは映像信号電圧が充電された後、一
定の電圧ｄＶｃｓだけ信号レベルが変化する。
【００４１】
　Ｖｄ（ｘ）は赤色表示画素、緑色表示画素、青色表示画素の各色表示画素の画素電圧（
Ｒ、Ｇ、Ｂ）を示している。第１期間では、逆転移防止電圧Ｖｂ（＋）あるいはＶｂ（－
）が充電される。第２期間では、各映像信号電圧Ｖｓが充電される。
【００４２】
　各色表示画素ＰＸに、逆転移防止電圧Ｖｂ（＋）、Ｖｂ（－）あるいは映像信号電圧Ｖ
ｓが充電された後に、さらに補助容量電圧の変化分ｄＶｃｓによる電圧が重畳される。
【００４３】
　このとき、重畳される電圧は、上記数式１にて表されるｄＶｄ（ｘ）である。なお、容
量Ｃｄｘは補助容量Ｃｓ（ｘ）を除く表示画素の寄生容量の総和である。すなわち、赤色
表示画素、緑色表示画素、青色表示画素のそれぞれにおいて、画素電圧Ｖｄ（ｘ）には、
補助容量Ｃｓ（Ｒ）、Ｃｓ（Ｇ）、Ｃｓ（Ｂ）の大きさに応じて、黒表示に対応した電圧
とするような電圧が重畳される。
【００４４】
　したがって、上記の液晶表示装置を図３に示すように駆動することによって、逆転移防
止電圧Ｖｂ（ｘ）を単一の信号電圧とした場合であっても、画素電圧Ｖｄを各色表示画素
における黒表示に対応した電圧とすることが可能になる。
【００４５】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置、および液晶表示装置の駆動方法によれば、
表示品位の高いＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置を提供することができる。
【００４６】
　次に、本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置について図面を参照して以下に説明す
る。なお、以下の説明において、上述の第１実施形態に係る液晶表示装置と同様の構成に
ついては同一の符号を付して説明を省略する。
【００４７】
　図４及び図５に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置では、互いに隣接する表示
画素ＰＸに対応する走査線Ｇに印加される電圧と画素電極ＰＥに印加される電圧とによっ
て補助容量Ｃｓが形成されている。
【００４８】
　すなわち、図５に示すように、走査線Ｇ（i）に印加される電圧によって導通する画素
スイッチＷを介して画素電圧Ｖｄが印加される画素電極ＰＥは、その隣接する行に配置さ
れた表示画素ＰＸの画素電極ＰＥに電圧を印加する走査線Ｇ（i－１）との間に補助容量
Ｃｓを形成している。
【００４９】
　本実施形態に係る液晶表示装置では、上述の第１実施形態と同様に、赤色表示画素、緑
色表示画素、青色表示画素のそれぞれにおいて、異なる大きさの補助容量Ｃｓ（Ｃｓ（Ｒ
）、Ｃｓ（Ｇ）、Ｃｓ（Ｂ））（図５を参照）が設けられ、単一の逆転移防止電圧を印加
した場合であっても、各色表示画素それぞれが黒表示となるように設定される。
【００５０】
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　すなわち、上述の第１実施形態に係る液晶表示装置の場合と同様に、赤色表示画素、緑
色表示画素、青色表示画素の各色表示画素において、補助容量Ｃｓ（ｘ）は、上記数式１
に基づき、Ｖｂ（ｘ）＝Ｖｂ（＋）　＋　ｄＶｄ（ｘ）＝｜Ｖｂ（－）　－　ｄＶｄ（ｘ
）｜となるように設定されている。
【００５１】
　赤色表示画素、緑色表示画素、青色表示画素のそれぞれにおいて、逆転移防止電圧Ｖｂ
の大きさが異なるため、補助容量Ｃｓも異なる大きさとなる。その結果、画素電圧Ｖｄに
は、補助容量Ｃｓ（Ｒ）、Ｃｓ（Ｇ）、Ｃｓ（Ｂ）によって、赤色表示画素、緑色表示画
素、青色表示画素のそれぞれの黒表示に対応した電圧とするような電圧が重畳される。
【００５２】
　上記の液晶表示装置の駆動方法を図６に示す。すなわち、ソースドライバＳＤは、１フ
レーム期間の第１期間において信号線Ｓ（ｘ）に逆転移防止電圧Ｖｂを印加する。なお、
本実施形態に係る液晶表示装置では、上述の第１実施形態の場合と同様に、逆転移防止電
圧Ｖｂとして黒表示に対応した電圧を印加している。ソースドライバＳＤは、１フレーム
期間の第２期間において、信号線Ｓ（ｘ）に映像信号を印加する。
【００５３】
　ゲートドライバＧＤは、画素充電後に、前段のゲート信号Ｖｇ(i－１)をｄＶｇ（＝ｄ
Ｖｃｓ）だけ変化させる、このことによって、各色表示画素の電圧重畳後の逆転移防止電
圧Ｖｂを単一の信号電圧とした場合であっても、画素電圧Ｖｄを各色表示画素における黒
表示に対応した電圧とすることが可能になる。
【００５４】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法によれば、上
述の第１実施形態に係る液晶表示装置と同様に、表示品位の高いＯＣＢモード液晶を用い
た液晶表示装置を提供することができる。
【００５５】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。
【００５６】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除し
てもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置の一構成例を概略的に示す図。
【図２】図１に示す液晶表示装置の表示部の一構成例を概略的に示す図。
【図３】図１に示す液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための図。
【図４】本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置の一構成例を概略的に示す図。
【図５】図４に示す液晶表示装置の表示部の一構成例を概略的に示す図。
【図６】図４に示す液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための図。
【図７】液晶に印加する電圧と透過率との関係の一例を示す図。
【図８】カラー表示タイプの液晶表示装置における液晶に印加する電圧と透過率との関係
の一例を示す図。
【符号の説明】
【００５８】
　ＰＸ…表示画素、ＰＥ…画素電極、Ｇ…ゲート線、Ｓ…ソース線、Ｗ…画素スイッチ、
ＣＥ…対向電極、Ｃｌｃ…液晶容量、Ｃ…補助容量線、Ｃｓ…補助容量、Ｖｂ…逆転移防
止電圧、Ｖｄ…画素電圧、１…アレイ基板、２…対向基板
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